平成27年度 特別養護老人ホーム 第二万寿園 事業計画

1．基本方針
○人権の尊重、尊厳の保持を基本とした生活の支援・援助サービスの提供
　○個々が望む生活を目標とした個別援助計画作成によるサービスの提供

　○多床室と個室ユニット型の安定した運営の構築
　○今まで歩まれた生活の継続を目的として、介護・看護・栄養・医療との連携による適切な対応
○全ての職員が地域社会の一員としての役割を意識した運営
　○ボランティア及び地域の方々に開かれた運営による様々な年代の方々との交流
　○地域の事情に即し、期待される地域貢献事業の推進
2．現　状

（1）平成26年度の利用実績

　　利用者定員　　入所　　　　　　　ユニット型　60人　　従来型　44人　

ショートステイ　　従来型併設短期入所　6人　　　　　　合計110人
　　月別稼働状況（稼働率　％）

　　（特養、ショート合計）　　　　　　　　

	
	26/

4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	27/

1月
	2月

	ユニット
	98.2
	97.8
	99.1
	98.4
	96.3
	98.1
	97.5
	99.4
	98.4
	99.5
	

	多床室
	98.0
	98.9
	100.0
	100.8
	98.1
	87.6
	88.6
	99.0
	99.8
	100.0
	

	合計
	98.1
	98.3
	99.5
	99.5
	97.1
	93.3
	93.5
	99.2
	99.0
	99.7
	


　　（うち特養入所者）                    平成27年4月から平成27年1月までの稼働率　
	ユニット
	95.7
	96.4
	93.9
	92.8
	90.6
	92.7
	96.1
	98.7
	96.4
	99.5
	

	多床室
	91.0
	90.3
	90.5
	94.9
	91.7
	80.0
	82.9
	91.2
	94.3
	95.3
	

	合計
	93.3
	93.3
	92.2
	93.8
	91.1
	86.3
	89.5
	94.9
	95.3
	97.4
	


　稼働率＝延べ人数／365日×総ベッド数（介護保険報酬としての入院時加算は含まない）
平成26年4月から平成27年1月までの稼働率　　特養、ショート合計97.7％（平成25年度　96.3％）

　　うち特養入所者　92.7％　（ユニット型部分　95.2％　従来型部分　90.2％）　
（2）要介護度別利用者状況（平成27年1月末　利用者）

　特　養　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均要介護度　ユニット3.3　多床室3.9
	
	要介護1
	要介護2
	要介護3
	要介護4
	要介護5
	合計

	比率
	ユニット
	12％
	20％
	20％
	20％
	28％
	100％

	
	多床室
	7％
	5％
	19％
	26％
	43％
	100％


　ショート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均要介護度3.5
	
	要介護1
	要介護2
	要介護3
	要介護4
	要介護5
	合計

	比率
	12％
	21％
	28％
	21％
	18％
	100％


3．ユニット型・従来型施設としての施設運営及び稼働率等の目標
　
　平成26年度は運営基準上、ユニット型と従来型の2類型施設に分化され、介護職員の兼務が認められないためケア分離の原則を踏まえた介護職員の人員配置での運営となった。稼働率確保のことからユニットのショートステイ管理担当として、リーダー又はサブリーダーを配置し受け入れをしてきた結果、高い稼働率が確保できたことから今後も継続をしていく。それぞれの特色を生かした個別ケアを基本に第二万寿園利用者全員を対象とした活動を推進するために、職員全体が共同して取り組む体制も維持・充実していく。
特養（入所）の稼働率は、ユニット型・従来型とも入所分について95％、ショート利用を合わせ97.5％を確保する。
　　目標稼働率を維持するため、昨年同様に①利用者の健康管理に努める、②個室ユニットでは入院等空所時のショートステイ活用をご利用者・ご家族に理解いただくことを進める、③多床室ではショートステイ利用受け入れのため、男女比等を勘案した空床管理と迅速な連絡調整を実施していく。
　　特養の新規入所者受け入れは、制度改正で原則介護度3以上となることから、ユニット型は今以上に重度化することが予想されるため上記の対策は更に重要な課題となる。また、例外である特例入所者の要件である①認知症で困難さが頻繁②知的・精神障害で困難さが頻繁③家族等からの虐待の可能性④単身・同居家族の支援が困難かつサービス供給が不十分⑤やむを得ない事情で生活が著しく困難等への判断と対応について、調査・客観的判断・事務的なことが必要になることから多大な負担となる。
　　介護職員体制については、契約職員を含めた夜勤ローテーション職員を、ユニット型、従来型共に1フロア最低8名確保できるよう努める。
4．課題別重点計画
【運営の共通課題】
・計画的かつ創造的なフロア活動を推進することで、職員のやる気、チームとしての能力向上、利用者サービスの質の向上を目指す。

　・施設内の行事とは別に、月ごとに個々のユニット活動として予算化し、ご利用者及びご家族と職員が内容を検討し実施することにより良い関係を築く時間とする。

　・個々の希望に沿った外出の機会も積極的に確保する。
　・面会時に各フロアにおいてご家族間の交流支援を実施する。
【個室ユニット型の運営】

　・個室というプライベート環境を最大限に生かした生活支援を基本に、ユニット内のなじみの他利用者及び職員とのかかわりの中での生活を中心としつつ、ユニット内で生活を完結するのではなく、その他のユニットや多床室棟の利用者やボランティア、近隣地域の方々との交流場所として、各階ホール、屋上庭園、訓練室前のデッキなどパブリックスペースの活用を検討する。

　・居室担当は、本人及びご家族と相談の上、個々に合わせた個室内の家具等の整備を実施する。
　・在宅時に行ってきた家事を行える範囲で日常的に行って頂き役割を持った生活の支援をする。
【従来型の運営】

　・増改築工事により環境面の改善を図ったため、南側に位置したリビングや洗面台及びトイレなどの残存機能を生かした活用を行い、利用者の自立支援に取り組む。
・施設内のパブリックスペースを活用した支援を検討する。

・ショートステイ専用ベッド床及び空床の積極的活用により、地域で暮らし続けられるための在宅生活支援としての役割を果たしたうえで、個別性を大切にした質の高いサービス提供を実践する。
【個別ケアの実践】

　・ケアのすべてが個別であり、個別でなければ対応ができないことを前提とし、集団で実施する行事等においても個別対応による効果を考え実施する。今後は、より個々に適したプログラムを全職員で検討し改善していくことを推進する。

・アセスメントにより状況を把握、多職種協働により作成する施設サービス計画は、一定のサイクルで評価・見直しを繰り返している。個々の生活習慣や希望を24時間の中で把握できるよう作成している24時間シートについて、状況の変化に応じた修正が適切に実施され、適切に施設サービス計画に反映されるものとする。
・現在行っている日常の関わりのなかの出来事で感じた「にこりハット」を活かし、施設サービス計画に取りいれた支援を実施する。
・これら全てを総合し、本人の望む暮らし、幸せを支えるケアを実践する。
【重度化対応及び医療との連携】

　・入所者の重度化が進む中、医療的な対応が必要な方々が増加している。医療職と介護職との連携のもと、早期発見による適切な対応を行う。
・介護職員が行なえる痰の吸引等について全介護職員の研修が終了した。24年度4月以降に採用した職員についての痰の吸引研修が大きな課題である。
・介護保険制度の改正により、原則入所者の介護度が3以上となる。ユニットは人的配置が厳しい中で現在の平均介護度が3,3であり、更に重度化となることからサービス内容と提供のスケジュールを見直し、現状の水準を維持するとともにより適した生活環境の向上を目指す。
【新調理システムを活用した食事提供】

　・入所者の重度化に伴い嚥下困難な方のための食の提供として、新調理法による調理で食材を柔らかくする方法と、ゼリー食の活用や水分摂取が困難な方にお茶ゼリー等の提供を開始してきた。今後も嚥下困難な方へのアセスメントにより適切な食形態と介助方法を再度見直し実施していく。
　・食事の内容だけではなく、雰囲気等についても従来型の食事提供方法から、各食堂で炊飯や盛り付け配膳等を行ってきた。食器等についても各ユニット、フロアで瀬戸の物に変え提供している。
　・お楽しみ食として、各食堂でお寿司の板前さんにより、その場でお好みを注文し食する機会を実施したが、各食堂でてんぷらを揚げて提供するなど料理そのものに接する機会を増やしていく。
　・選択食について各フロアにて月に4回ほど実施してきたが、新調理導入の基本方針であった、毎日の昼食を当日に選択できる取り組みを実施していく。
・目の前で魚をさばいたり、オムレツを作る等パフォーマンスも取り入れ食の充実を図るとともに、調理職員が食事を通じて利用者支援に参画することで職員のやる気や創造性、労働意欲を引き出す。
【地域住民参加型での運営】

　　増改築・改修工事により開かれた施設運営を基本に、近隣住民の方が気軽に使用できるよう広報活動を行った結果、老人会や自治会等からの見学会や共用スペースの貸し出しにつながった。26年度はエントランスフロアにて近隣の方の「絵画展」「陶芸展」「書道展」を実施し、たくさんの方が来園されて楽しまれた。近隣の様々な方々が施設の有効活用及び利用者との交流を進めるために併設の在宅事業所との検討会を行なう。また、ボランティアの積極的な受け入れを実施するために、施設独自のボランティア講座や研修を企画し、近隣の方々や学校関係へ働きかけを行う。
【人材育成による質の向上】

　○各ユニット及び、多床室各階によるグループリーダー制による人材育成（＊ユニットリーダーの育成）

○職員個々の専門性を高めるための内・外部研修計画策定による実施

○東村山ブロック職場研修推進委員会による研修の実施

○東村山ブロック及び、併設事業所内での人事異動による経験を生かした育成計画の実施
○管理・監督職として必要な知識等を備えるための内・外研修への参加
○施設の基本方針として、福祉用具を活用して「持ち上げない介護」の実践を進めてきているが、今年度は非常勤職員への周知徹底と研修の実施
　
【その他】
　○介護係長や主任及び各ユニット及び多床室棟の各階に配置したリーダーに明確な権限と責任を委譲し、迅速な意思決定によりニーズに即応したサービス提供を行う。
　○定例で各ユニット・多床室階ごとの会議を実施する。また、定例リーダー会議で各ユニット及び多床棟会議での懸案事項等を持ち寄り、相互の情報交換を行っていく。

　○介護職員の腰痛予防の面からも「持ち上げない介護」実現に向けた機器の導入・活用の検討を進める。（床走行式リフト、スライディングシートやボード、跳ね上げ式の車椅子等の備品整備）
　○リフトリーダー研修修了者を各フロアに最低１名配置させるため、積極的に研修に派遣する。
　○個室ユニットの職員配置は基本フロアに1名となり、入浴についても誘導から着脱、洗身等全般に1名で行っている。介護方法や手順が他の職員からの確認や指示・指導を行いにくい状況を勘案した業務基準及び研修（人財育成）、チェック体制を強化する。
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